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平成15年7月18日施行
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平成16年2月13日改定
平成17年4月26日改定
平成25年7月10日改定
1. r東洋大学人間科学総合研究所紀要」は、東洋大学人間科学総合研究所の機関誌であり、毎年発行
する。
2.本誌への投稿資絡は次の者・とする。
( 1 )人間科学総合研究所の研究員、客員研究員、奨励研究員、院生研究員。
( 2 )本誌の編集委員会が特別に依頼した者。
( 3 )その他の本学関係者の投稿については編集委員会で判断し、運営委員会の承認を得る。
但し、本研究所の研究員及び客員研究員は、 (1)にあげる以外の者との共同研究の成果を投稿
することができる。
3.本誌に掲載される原稿は、研究論文、研究ノート、研究展望、その他とする。
4.一論文当たり、抜刷20部を執筆者に贈呈する。
5.本誌の編集委員会は、投稿論文の受理、区分、掲載等について審議し、その適否を決定する。
6.校正は、初校を著者、再校以降は編集委員会で行う。
執筆要領
1.投稿論文の原稿は、図表や注を含めて、日本語の場合、 400字詰め換算で研究論文、研究展望は80
枚以内、研究ノー トは40枚以内、外国語の場合、 A4タイプ用紙 l枚36行として研究論文、研究
展望は 20枚以内、研究ノートは 10枚以内とする。
2.投稿論文の原稿提出は、紙媒体および電子データの双方によるものとする。日本語の書式は、横
主主きの場合、A4に横書きで34行x45字(1530字)、縦書きの場合、 A4に縦書きで24行x29字、
2段組み (1392字)とする。電子データの提出は電子メールへの添付も可とする。
3.投稿論文の体裁は、次の通りとする。
日本語の場合:①題名、 ②著者名、 ③所属、 ④要旨 (400字程度)、⑤キーワード(5ワード)、⑥本
文、⑦注記 ・引用文献、 ⑧閑 ・表、 ⑨外国語サマリー (1原則として英語;題名、著
者名、所属、要旨(100ワード程度〉、キーワード)
外国語の場合 :①題名、 ②著者名、③所属、 ④要旨 (100ワー ド程度)、 ⑤キーワード (5ワー ド)ょ
@本文、 ⑦注記 ・引用文献、 ⑧悶 ・表、⑨日本語要旨(題名、著者名、所属、要
旨 (400字程度〉、キーワード)
4.図・表は説明を付け、挿入箇所を原稿の欄外に赤字で指示すること。
5.本誌に掲載された論文原稿は返還しない。
6.不明な点については、編集委員会に問い合わせるものとする。
7.本誌に縄戦された論文の著作権は、東洋大学人間科学総合研究所に帰する。同研究所運営委員会
の承諾なしに、個人使用の場合を除き、複写あるいは電子化し、転戦、貯蔵、公開、転送などす
ることを禁ずる。
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編集後記
紀要第18号をお届けします。この度は28本の執筆申し込みがありそのうちの13本が掲載されて
います。本紀要では第8号以来、査読制度が採り入れられ、 10年以上が経過しました。紀要は研究
の成果物をまずは身近に知らせる役目を持つため，この交読制度の導入には議論があったと聞いてい
ます。研究所として少しでも質の高い論文をめざすために、編集委員会で今年も議論を重ね、査読の
先生方にはお忙しい中、大変なご負担をおかけしました。執筆者の先生方のご協力にも感謝いたしま
す。至らぬところもあると存じますが、何卒忌仰のないご意見をお寄せください。
グローパル化の中で言語は重要な婆素ですが，ぞれは単に外国語，それも英語教育を意味するので
はなく，母国語の意味を考え多言語の状況に対応することでもあります。そして歴史的な視点も必要
ではないでしょうか。今号には外国語教育を研究対象とした論文が何点かありますが、例えばブラジ
ル日系移民に関する論文で、当時の移民の大半がポルトガル語をほとんど理解できなかったことが戦
後直後の混乱の一つの要因に挙げられるなど、目立たないところにも今日のグローパル化現象を考え
るヒントがあると考えます。様々な分野から集まった論文集ですが、意外な親近性が他にも発見され
ることを願っています。
最後になりましたが、英文校閲をご担当のテイモシ・ニューフィールズ先生、中文校閲をご担当の
続三義先生、独文校閲をご担当のフランク・リースナー先生に、ここに記して感謝申し上げます。
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